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鹿児島大学医学部保健学科看護学専攻では, ディプロ

マ・ポリシーに ｢看護の問題をグローバルな視野でとら

え, 幅広く人々の健康に貢献できる｣ を掲げ, 保健学科

設置の理念に示されているような ｢国際的感覚を持ち,

交際的に貢献できる人材｣ を育てることを目指している｡

また, 平成23年の保健師助産師看護師学校養成所指定規

則の一部改正により, 公衆衛生学分野を含めた看護職教

育の充実が全国的に図られる中, 地域看護・看護情報学

講座でも平成24年度の入学生 (平成26年度における3年

次学生) から保健師教育の新カリキュラムを導入した｡

新カリキュラムではこれまでの教育の方向性を更に延長

し, 世界の中における自分の地域の位置づけ, 地域の中

における自分の立ち位置を理解したうえで, 足元の地域

へ当事者的に関わる感覚, すなわち ｢鳥の目｣ と ｢虫の

目｣ を併せ持つグローカルな感覚を身につけた, 地域に

根ざす看護専門職, 保健師の養成を目指している｡

この目的に向けて, 地域看護・看護情報学講座が担当

する新しい講義科目のひとつである ｢公衆衛生看護管理

論Ⅰ｣ では, 世界における母子保健, 成人高齢者保健,

感染症対策等の実際を学ぶことで, 国際感覚など俯瞰的

な視点を養うことを目標に掲げている｡ この目標を達成

するために, 資料による学習だけでなく, 広く世界の保

健活動・看護活動の実際を見聞することは学生の視野を

広げ国際感覚の涵養に繋がると考え, 平成26年度の公衆

衛生看護管理論Ⅰに関わる課外活動としてスイス・ジュ

ネーブに集中する公衆衛生看護に関わる国際機関の視察

研修を企画した｡

具体的には, 平成26年 3 月16日から 3月21日の６日間

にかけて, 国際赤十字・赤新月社連盟, 国際看護師協会,���本部を訪問し, 公衆衛生看護に関わる世界情勢の
実際についての研修を行った｡ 本稿においては, 研修の

内容と学生の学習効果についてを中心に報告を行う｡�����������
指導体制, 学生間グループ・ダイナミクスを考慮して

学生の参加人数は概ね６名程度とし, 15名の希望者に対

して選考試験を実施した｡

選考試験の内容はレポートと集団面接である｡ 集団面

接の方法は, 研修参加への熱意と積極性を評価し, かつ
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国際機関における短期間の研修の効果を最大限発揮する

ために必要と考えられる, 慣れない状況での自分の意見

の伝達能力, リーダーシップ, フォロワーシップなどの

判定のため, テーマを設定した討論形式とした｡ 選考の

結果, 最終的に研修に参加する学生は男子学生1名, 女

子学生６名の計７名となった｡

出発前に定期的なグループワークを実施して訪問先機

関についての事前学習を行い, 質問項目などを準備して

研修に臨んだ｡ また, フィールドワークの時間のスケジュー

ルなどについても学生と協議のうえで決定し, 学生の自

主性を最大限発揮できるよう研修の企画段階からの参画

を促した｡�������
研修の大まかなスケジュールは表１に示す通りである｡

以下,スケジュールに沿って各視察研修の概略を記述する｡�������������� ��
国際赤十字・赤新月社連盟 (����：��������������������������������������������������������, また

は連盟と略されることも) は, 各国の赤十字社・赤新月

社の国際的な連合体であり, スイスのジュネーブに事務

局と世界65カ国に代表部を置いている, 独立した人道機

関である｡����, 赤十字国際委員会(����：�����������������������������������), 189カ国の各国赤十字社の
３つからなる国際赤十字・赤新月運動の中でも, ����
が各国政府から拠出される資金に基づき世界中の紛争地

での人道的援助を独力で行うのに対して, ����は各国
赤十字社が集めた募金に基づき, 自然災害などへの対応

を中心に各国各社への情報提供や, 技術的・資金的援助

を行っているのが特徴である｡ 具体的には, 自然災害が

実際に起きたときの緊急支援 (医療チームの派遣, 救援

物資の配布) や復興支援 (住宅・病院再建, 救援物資の

配布) のみならず, 常日頃からの備えのための開発協力

支援として, (1) 防災知識の普及, 物資の備蓄, (2) 保

健・衛生知識の普及, (3) ファーストエイド (応急処置)

の訓練, (4) 各国赤十字社の規模・能力強化などを行っ

ている｡ これらの活動は, 医療専門職が担うべき災害時

及び平常時の健康危機管理活動, 特に行政保健師などが

担う初期段階におけるニーズ把握と具体的援助活動にお

ける各種連携・調整機能, 平常時の体制作りのまさに国

際版と言うことができる｡

また近年の����の具体的援助内容として, 生殖・母
性・新生児・児童保健の分野 (�����：�������������������������������������������) を例に, 地域住民
参加型の保健事業 (�����：�������������������������������) の紹介があった (写真１)｡ �����は健
康への課題に住民自らが気づき, 自分たちの力で克服で

きるように, 赤十字からボランティア, ボランティアか

ら住民へと保健・衛生の知識を広げていくことを目指し

た活動である｡ 国際的な災害援助活動の現場においても,

地域それぞれの特徴を活かして地域住民の力を引き出し

ながら, さまざまな健康課題への解決策を見出すと言っ

た, 日本における保健師の専門性ともいえる活動が重要

であることが示される内容であった｡����のジュネーブ事務局には３名の日本人が日本赤
十字社から出向して働いており, そのうち２名が日本政

府から拠出資金による事業を担当し, １名が２期目の連

盟会長に就任中の近衞忠�氏のスペシャルアドバイザー
業務を行っていた｡ 今回の研修では最初に����の概要
について, 日本政府事業担当の石橋奈緒子氏より日本語
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での説明があった後に, 英語による現地スタッフの講義

や交流が行われた (写真２)｡��������� ��
国際看護師協会 (���：����������������������������)
は, 130以上の国の1600万人以上の看護師を代表する,

看護師協会から成る組織である｡ ���は, 看護師のため
に看護師によって運営されており, 全ての人々への質の

高い看護, 堅実な世界的保健政策, および, 看護の知識

の発展を保障するために努めており, また, 尊敬される

べき看護専門職と有能な看護の人材が世界的に充足され

るべく活動している｡ 現在�������������会長, ��������������のもと, ３人の常勤の看護スタッフ (���
ナース・コンサルタント) がおり, 今回の研修ではその

一人である草野由紀子氏から話をお聞きした (写真３)｡

具体的な活動分野として, 専門看護実践 (��������������������), 社会経済福祉 (���������������������), 看
護規制 (����������), があり, 特に様々なレベルにおけ
るアドボカシー (��������：唱道, 代弁, 主張) が重
要な役割となっている｡ 専門看護実践では, �������������の提供 (写真４) や非感染性疾患 (����：����

��������������������) などの具体的疾患に対する教
育活動だけではなく, 職場の安全などに関して政府との

交渉能力を備えた国レベルでのリーダーを育てる事業な

どを行っている｡ 社会経済福祉では, ヘルスプロモーショ

ンや予防分野の重要性が増してきており, 例えば国際的

な����������������を策定する際などに看護の役割に
ついて明記することで, 各国での看護活動や看護職の政

府との交渉をしやすくする役割を担っている｡ また看護

規制では, その国にあった看護制度や資格についての助

言や交渉を行っている｡

最後に草野氏から, ｢看護師はひとりひとりがリーダー

でありコラボレーターでなければならない｡ 看護師は臨

床での看護活動を行うだけでなくその経験を保健政策に

つなげていく責任があり, またここで言う保健政策とは

国レベルの大きなものだけを言うのではなく, 例えば病

棟の問題点を改善していくと言ったより草の根レベルの

活動を含む｣ と言ったお話があり, 保健師の業務の特徴

のひとつである政策立案などの管理活動が, 看護に求め

られる様々なレベルの管理活動のひとつであり, その機

能は看護全体において重要な役割を担っていることが国

際看護の立場から示唆される結果となった (写真５)｡
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������� �����は1948年に設立された健康に関する国際連合の
専門機関である｡ 194の加盟国が, 加盟国の保健大臣に

よって構成される世界保健総会において, 保健分野の有

識者から成る執行理事会の助言と事務局のサポートのも

と, 国際保健の優先課題及び救命・保健の向上のために

必要な対策を決定している｡ ���の主要な機能として
は, リーダーシップの発揮, 規範と基準の設定, 技術支

援・能力開発支援, 研究課題の形成, 政策オプションの

明確化, 健康動向の把握とモニタリングなどがある｡ ま

た ���の主要な分野としては感染症, 非感染性疾患
(����), 生涯にわたる健康, 保健システム, 危機管理・
サーベイランスと対応などがあり, 以前は感染症が主要

な分野であったが, 現在は非感染症 (����) へシフト
してきている｡ スイス・ジュネーブにある本部の他, ６

つの地域事務局, 151の国事務所が存在する｡ 現在������������事務局長のもとに7500人の職員 (うち日

本人は32名) が在籍している｡ 今回の研修では, 厚生労

働省から出向中の木庭愛氏に調整を担当していただき,

ちょうど同時期にジュネーブを訪問していた北海道大学

の教養科目選択学生からなる視察団と合同で研修を実施

した (写真６)｡

事前の調整で感染症対策を中心とした研修をお願いし

ており, また滞在中エボラ出血熱のアウトブレイクがア

フリカで進行中であったため, 今回の研修における各論

の内容は, 主としてエボラ出血熱対策に関する内容と,

結核対策 (���������������) に関するものであった｡ ま
さに進行中のエボラ出血熱の感染情報が集約されている

対策本部を実際に見学し, 会議の様子を垣間見ることが

できたが, とかく対岸の火事と感じがちな国際的な感染

症の発生とその対策を, 自分のものとして当事者意識を

もって感じることができる貴重な経験となった｡ また,���本部結核対策部に所属する日本人の小野崎郁史氏
から, 逆に日本では再興感染症とも呼ばれ昔の病気と考

えられがちな結核が, 世界的には現在進行形の重要な感

染症であることを学ぶことができた (写真７)｡�����������������
研修の空き時間を利用して, ジュネーブ市内のフィー

ルドワークを行った｡ ジュネーブの旧市街の街並みやジュ

ネーブ会議が開かれた部屋 (�������), ジャン・ジャッ
ク・ルソーの生家, サンピエール大聖堂, 宗教改革記念

碑, ジュネーブ大学などを見学し, 古くから国際政治の

舞台であったジュネーブの歴史に触れることができた｡

また今回研修に組み込むことはできなかったが, 国際連

合ヨーロッパ本部 (パレ・デ・ナシオン) やユニセフ・

ヨーロッパ事務所などの外観を見学し, 今なお国際政治

の中心地でありつづけるジュネーブの国際社会における

役割を改めて感じることができた｡ またグランジュ公園,

ジェッドー (大噴水), レマン湖など, 風光明媚なジュ

ネーブの名所の観光も行い, 途中ギリシャから来た修学

旅行生との交流などをおり込みながら, ジュネーブの文

化を醸成する背景となったであろう自然豊かで静謐な街

の雰囲気を味わった｡������������
帰国後, 学生は研修の成果をパワーポイントにまとめ,

翌年度となる平成27年4月16日に, 1学年下の ｢保健医療

福祉行政論Ⅱ｣ の講義時間を利用して発表を行った｡ 発

表の場となった講義科目から主として���本部訪問で
の学びについての発表となったが, その中で, 国際的な

活動においては, 医療だけではなく様々な分野の専門家

の協力が必要なことや, 多角的な視点からの考察が重要

であることについての学びを伝えていた｡ また, ���
本部では自分の仕事場にいる事よりもカフェなどで会議

や仕事をする事が多いなど, 国際機関においてもインフォー

マルな形のコミュニケーションが重要であることについ

て触れ, 公的な言語である英語だけでなく, そのような
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場でよく使われるフランス語やドイツ語など様々な言語

の習得が, 円滑なコミュニケーションを図るために必要

であると感じたことを伝えていた｡���������������������������������
各訪問機関において, 現地スタッフと交流し機関の概

要を理解するだけでなく, 公衆衛生看護の視点から見た

各機関の役割機能についても学習することができた｡ 本

研修の目的であった, 広く世界の保健活動・看護活動の

実際を見聞することによる, 公衆衛生看護管理に関する

学生の視野の拡大と国際感覚の涵養については, 前述の

ように多角的な視点からの考察や, インフォーマルなコ

ミュニケーションの必要性についての意見が見られたこ

とからも, 一定程度の効果があったと考えられる｡ また,

研修中, 偶然同行することとなった北海道大学の学生と

の交流や, フィールドワーク中のギリシャからの修学旅

行生との関わりを自主的に行うなど, 訪問研修以外の場

面においても積極的に国際人としての学びを得ているよ

うであった｡�����������������������������������
鹿児島大学医学部保健学科で行われた過去の学生海外

研修報告１)２)でも論じられているように, 学生の英語力

の必要性については本研修においても学生の認識として

同様の結果であった｡ 特に今回の訪問先で実施されたよ

うな少人数に対する講義形式の研修の場合, ディスカッ

ションとしてその場で意見を求められることも多く, 英

語力に自信がない学生においては, 質問内容の理解はも

ちろん返答に苦慮する場面が見られていた｡

ただし今回の研修では, 学生の英語能力を選考基準に

は入れていなかったにもかかわらず, 偶然高校から大学

にかけてホームステイなどの英語能力向上の機会を積極

的に経験してきた学生が１名おり, その学生がまず最初

にディスカッションに対応することで, 拙いながらも意

見交換が全体として前向きに進行する場面が多く見られ

ていた｡

海外研修における学生の英語を使ったコミュニケーショ

ン能力については, 数週間に及ぶホームステイを通した

学習によってコミュニケーション能力 (及び英語学習意

欲) が向上した報告は見られるものの３), 短期研修にお

いては研修前に英語を勉強する学生も少なく４), 研修の

効果としては英語学習意欲の向上が主となっているもの

がほとんどである４)５)｡ そのため, 実際の短期研修の実

施にあたっては, 現実問題として英語能力に乏しい学生

に, 研修による経験を前向きに捉えさせ, 学習意欲の向

上にどのようにつなげるかが重要な視点となる｡

本研修の経験から, 学生全員の英語能力が高くない場

合であっても, 最低１名の英会話の堪能な学生がいるだ

けで円滑なグループ・ダイナミクスが発生し, 研修の効

果が増大する感触を得た｡ 鹿児島大学医学部保健学科で

は平成28年度入試からバカロレア入試を導入して英語能

力の高い学生の入学の道を開いている｡ そのような学生

が他の学生に対する身近なロールモデルとなり, 学生全

体の英語によるコミュニケーション能力獲得への意欲向

上や, ひいては国際感覚の向上につながっていくと考え

られ､ 今回のようなグループ・ダイナミクスのきっかけ

として､ 短期海外研修などで活用されていくことが重要

である｡������������������������
本研修における主な訪問先機関は公的な機関であった

ため, 例えば����と���本部には日本赤十字社や日
本政府からの出向者が常駐しており, 研修のコーディネー

トから機関の概要説明まで日本語による対応をしていた

だいた｡ また���においても, 偶然2012年に日本人が���ナース・コンサルタントに就任しており, ���の
活動のみならず, 海外における看護職としての経験全般

についての学生の質問に答えていただいた｡

今回実施したような講義形式が主となる短期研修で,

かつ学生の英語能力も高くないような状況においては,

これらの日本人スタッフによるサポートは学習効果に大

きく影響を与えたと思われる｡ 英語能力向上に注目する

と日本人スタッフの日本語による講義の欠点もあるが,

状況に応じて積極的に取り入れていくことで, 効率的な

学習効果が期待できるのではないか｡ また, 国際社会の

最前線で実際に働く看護職や医療職とふれあう経験は,

国際的な情勢に対する感覚を身近なものとし, 学生の国

際感覚の涵養に大きく貢献するものと考えられ, この点

からも積極的に交流の機会を設けるべきと思われた｡����
本稿では, 公衆衛生に関わる国際機関への短期視察研

修における, 学生の学びについて若干の考察を行った｡

今後も学生の海外研修の機会は増えていくと思われ, 学

生の英語能力に頼ることなく効果的に学習の成果を得ら

れるような研修を企画していく必要があると考える｡����
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